
　 当連盟では、馬場馬術の更なる振興を図るため、多くのアマ馬術家に、競技に出場し演技する

楽しさ、面白さを体験していただき、これを契機に一層の高みを目指す一助となるようにと、従来より

秋に開催する「兵庫県親善馬術大会：馬場馬術競技会 」 において、アマチュア選手権と称し、４種

目の非公認競技種目（Mクラス、Ｌクラス、Ａ３課目、Ａ２課目）およびSt.G.賞典馬場馬術に出場した

アマチュア選手の成績優秀者を表彰してまいりましたが、昨年の日本馬術連盟馬場馬術課目改変

を機に、その年度（暦年）に実施される３つの馬場馬術競技会における下記種目について、その総

合成績に基づき、成績優秀者を表彰、奨励金を贈り、アマチュア選手の公認競技デビューを応援

することとしましたのでお知らせします。

　 この新しい企画への、多くの皆様のチャレンジをお待ちしています。

１．対象競技会

①ひょうごスプリングホースショー：馬場馬術競技会（３月初旬実施予定）

②近畿馬術大会：馬場馬術競技会（５月中旬実施予定）

③兵庫県親善馬術大会：馬場馬術競技会（１０月中旬実施予定）

２．対象課目

①馬場馬術第３課目Ａ（競技種目名：馬場馬術３ＡＰ：３ＡＰ(1)、(2)として各２回実施予定）

名称：《ひょうご３Aドレッサージュ・サーキット２０２３》

②馬場馬術第２課目Ｂ（競技種目名：馬場馬術２Ｂ：２Ｂ(1)、(2)として各２回実施予定）

名称：《ひょうご２Ｂドレッサージュ・サーキット２０２３》

③馬場馬術第２課目Ｃ（競技種目名：馬場馬術２Ｃ：２Ｃ(1)、(2)として各２回実施予定）

名称：《ひょうご２Ｃドレッサージュ・サーキット２０２３》

（St.G.賞典馬場馬術、Mクラス（４課目）馬場馬術については実施しない）

３．対象選手

１）公認種目に出場していないアマチュア選手に限定する。

　　　（アマチュア選手とは、原則として馬関連の業種に就いていない者とします）

２）上記３競技会のうち、少なくとも２競技会に同一馬で出場していること。

３）同一馬で複数の対象課目に出場する場合は、何れか１つの課目を選択すること。

４．成績（ポイント）算出方法

上記２．対象課目のそれぞれの実施種目の上位８位までの人馬に１位８点、２位７点、３位６点、

４位５点、５位４点、６位３点、７位２点、８位１点（同位の場合は対応する得点合計を按分する）

を付与し、対象競技会の対象課目に出場した同一人馬の得点合計により総合順位を算出する。

５．ポイント・ランキングの公表

各競技会終了後、当連盟ホーム・ページで公表

６．表彰

兵庫県親善馬術大会において最終結果を集計し、上位３人馬に飼育奨励金を贈り表彰する。

３位以内に同一馬がいる場合は、上位のみを対象とし、以下の順位を繰り上げる。

なお、当該年度の優勝人馬は、次年度以降のサーキットには参加できないものとする。

以上

《お知らせ》
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1 . 主催 公益財団法人　兵庫県馬術連盟

2 . 期日 令和　５年　３月　４日(土)･　５日(日)

3 . 会場 三木ホースランドパーク

三木市別所町高木　　　　　TEL.0794-83-8110

4 . 競技種目および基準（※は新設のドレッサージュ・サーキット対象種目）

日程
競技
№

公認 種　　　　　　　　目 基　　　　　　　　準

1 ○ 馬場馬術　３Ａ JEF馬場馬術第３課目Ａ(2022）

2 ○ 馬場馬術　４Ａ JEF馬場馬術第４課目Ａ(2022）

3 ○ 馬場馬術  ５Ａ JEF馬場馬術第５課目Ａ(2022）

4 ○ ジュニアライダー馬場馬術（１） ＦＥＩジュニアライダー個人競技馬場馬術課目      　  　　２０
０９（2022更新版）

5 ○ ヤングライダー馬場馬術（１） ＦＥＩヤングライダー個人競技馬場馬術課目     　  　     　２０
０９（2022更新版）

6 ○ セントジョージ賞典馬場馬術（１） FEI　２００９規定（2022更新版）

7 ○ インターメディエイトⅠ馬場馬術（１） FEI　２００９規定（2022更新版）

8 ○ グランプリ馬場馬術（１） FEI　２００９規定（2022更新版）

9 馬場馬術　３AＰ(1)(※) JEF馬場馬術第３課目Ａ(2022）

10 馬場馬術第１課目(１) JEF馬場馬術第１課目(2022）

11 馬場馬術　２Ｂ（１）(※) JEF馬場馬術第２課目Ｂ(2022）

12 馬場馬術　２Ｃ（１）(※) JEF馬場馬術第２課目Ｃ(2022）

13 ○ 馬場馬術  ３Ｂ JEF馬場馬術第３課目Ｂ(2022）

14 ○ 馬場馬術  ４Ｂ JEF馬場馬術第４課目Ｂ(2022）

15 ○ 馬場馬術  ５Ｂ JEF馬場馬術第５課目Ｂ(2022）

16 ○ ジュニアライダー馬場馬術（２） ＦＥＩジュニアライダー個人競技馬場馬術課目　         　　２０
０９（2022更新版）

17 ○ ヤングライダー馬場馬術（２） ＦＥＩヤングライダー個人競技馬場馬術課目    　　　  　　　２
００９（2022更新版）

18 ○ セントジョージ賞典馬場馬術（２） FEI　２００９規定（2022更新版）

19 ○ インターメディエイトⅠ（２） FEI　２００９規定（2022更新版）

20 ○ グランプリ（２） FEI　２００９規定（2022更新版）

21 馬場馬術　３ＡＰ(2)(※) JEF馬場馬術第３課目Ａ(2022）

22 馬場馬術第１課目(２) JEF馬場馬術第１課目(2022）

23 馬場馬術　２Ｂ（2）(※) JEF馬場馬術第２課目Ｂ(2022）

24 馬場馬術　２Ｃ（2）(※) JEF馬場馬術第２課目Ｃ(2022）

（注２）２０２２年１１月１４日より日本馬術連盟制定馬場馬術課目が新しく改訂されました。

３
月
５
日
(日)

(注１）屋内、屋外競技場の実施課目は、エントリー数により決定しますので予めご了承ください。ま
た、出場数によっては屋外競技場は2面で実施いたします。但し、１課目、2課目は原則として屋内
競技場の予定です。なお、競技番号は実施順序ではありません。（出場人馬の状況により実施順序
を決定しますのでご承知おきください）

公益社団法人日本馬術連盟公認

ひょうごスプリングホースショー２０２３
《馬場馬術競技会》

実　　施　　要　　項

３
月
４
日
(土)

2/8



 現行課目　　　　         参考時間  旧課目　　　　       参考時間

 第１課目（新設）　　　　　 ３’45”

 第２課目Ａ　　　　　　　　　３’30”  Ａ１課目　　　　　　　　３’30”

 第２課目Ｂ　　　　　　　　　４’00”  Ａ２課目　　　　　　　　４’15”

 第２課目Ｃ　　　　　　　　　４’00”  Ａ３課目　　　　　　　　４’45”

 第２課目Ｄ　　　　　　　　　４’30”  Ａ４課目　　　　　　　　４’30”

 第２課目Ｅ　　　　　　　　　３’45”  Ａ５課目　　　　　　　　３’45”

 第３課目Ａ　　　　　　　　　５’00”  Ｌ１課目　　　　　　　　５’30”

 第３課目Ｂ　　　　　　　　　４’45”  Ｌ２課目　　　　　　　　４’45”

 第４課目Ａ　　　　　　　　　５’00”  M１課目　　　　　　　　５’30”

 第４課目Ｂ　　　　　　　　　４’45”  M２課目　　　　　　　　５’00”

 第５課目Ａ　　　　　　　　　５’00”  Ｓ１課目　　　　　　　　５’30”

 第５課目Ｂ　　　　　　　　　５’30”  Ｓ２課目　　　　　　　　５’10”

5 . 参加資格

（１） 公認種目への出場

① 選手は日本馬術連盟会員でＢ級(馬場限定を含む）以上の騎乗者資格を有していること。

② 馬匹は日本馬術連盟に登録済みであること。

　ただし、公認以外の種目に出場する人馬はこの限りではない。

（２） 参加選手は、必ず何らかの傷害保険に加入していること。

（３） 参加選手は、必ず自身の健康保険証またはそのコピーを持参すること。

6 . 競技上の規定

（１） 同一種目に対しては同一人馬の出場は１回限りとする。

（２） 公認以外の種目においては、同一馬は同一種目に騎手を替えて２回まで出場できる。

（３） 公認種目馬場馬術３A、３Ｂに出場する同一人馬は、オープン参加を含め、非公認

種目の馬場馬術３ＡP(1)、３ＡＰ(2)には出場できない。

（４） プロ選手の、非公認種目への出場は妨げないが、すべてオープン参加とする。

（５） 出場が１人馬のみの種目に対しても演技を実施させ採点する。

（６） 非公認種目においては馴致、調教のための鞭の使用、折り返しなどの使用も可とする。

   ただし、虐待に関わるものは不可。また騎手の服装は規定に基づくものとする。

（７） 全日本馬場馬術大会出場資格取得に関する公認競技会規程第１５版の規定に基づく。

（８） ヤング、ジュニア種目の年齢区分は、日本馬術連盟競技会規程第１１９条に従う。

7 . 褒　　　賞

（１） 入賞は、各競技出場数（申込締切日現在）の上位２５％とする。出場数が８人馬以下の

場合も３位まで表彰する。ただし、公認競技種目においては、出場数が16人馬以下であ

っても５位まで表彰する。

各競技３位までの入賞者に特製メダルを、入賞馬(上限８位まで）にはリボンを贈る。

（３） 非公認種目については、１位入賞者にカップまたはトロフィーを贈る。

（４） 公認競技各種目の１位～3位入賞者に対して別表に定める奨励金を贈る。

（５） 平均得点率が４５％以下の人馬は表彰の対象としない。

（６） 出場が１人馬の種目に対しては、メダル、リボン、奨励金を贈呈せず参加記念章を贈る。

8 . 審査規定

日本馬術連盟競技会規程最新版による。

２０ｍ×４０ｍ

２０ｍ×６０ｍ
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9 . 参加料

（１） 出場料　１馬１種目１回につき　

① 公認競技種目　･････････････････････ １３，０００円

② 公認以外の競技種目・・・・・･･・・・・･･･ １０，０００円

（２） エントリー受付〆切後の騎手または馬の変更料　・・・・・　３，０００円

（３） エントリー受付〆切後の追加出場料　　・・・・・・・・・・ 規定出場料＋３，０００円

（４） 馬参加料　　　１頭につき　　　 　　・・・・・・・・・・ １０，０００円

出場料、馬参加料は申込と同時に納入して下さい。なお、納入済みの出場料、馬参加料

は主催者の都合による場合以外は返還いたしません。また、エントリー受付締切後における

追加、種目変更はタイムテーブルの関係上原則としてお受けできません。

10 . 申込期限および申込先

（１） 申込期限　　令和　５年　２月　６日（月）午後５時必着

なお、申込期限後のエントリーは、タイムテーブル作成等の作業に支障をきた

　  すことからお受けできませんので、締め切り厳守をお願いいたします。

（２） 参加料の納入　　参加料はすべて口座振込とします。下記までお振込みください。

　日新信用金庫　ひよどり台支店　普通0266419　　公益財団法人　兵庫県馬術連盟

（３） 申込方法

当連盟のホームページに掲載の申し込み書類一式に必要事項を記入し、下記の

e-メールアドレスに期日までに送信ください。受信後、折り返しｅ－ｍａｉｌにて受付完了

を返信いたします。なお、発信後、数日内に着信の連絡がない場合はお問い合わせ

下さい。

当連盟所在地

〒６５１－１１０６　神戸市北区しあわせの村１番４号

　　　　公益財団法人　兵庫県馬術連盟

ＴＥＬ．０７８－７４３－１１４７　　ＦＡＸ．０７８－７４１－３２３４

担当：松井　久子（非常勤）

11 . 入厩および退厩

（１） 入厩

〇 入厩は　３月　３日（金）午前９時以降随時とする。ただし夜間の入厩は事故防止の

 ため禁止する。期日前に入厩を希望する団体は直接三木ホースランド馬事部に連

絡し、許可を得ること。なお、三木ホースランドパークは月・火は休業日です。

〇 入厩と同時に健康手帳を待機中の獣医師に提出し、接種歴のチェック、馬体検査

を受けること。受検後運動が可能となります。

〇 入厩馬は、参考資料の「三木ホースランドパーク入厩条件」を遵守すること。

（２） 退厩

 退厩に際しては、馬房内のボロおよび濡れた敷き料を捨て去り、残った敷き料を馬房中

央部に積み上げ周辺の通路を清掃の上、大会本部で健康手帳を受け取ること。

　 受領を忘れた団体には後日、着払い便にて送付する。

12 . 服装・馬装

服装および馬装は日本馬術連盟競技会規程最新版の定めるところによる。

e-mail address：hyogobaren@clock.ocn.ne.jp

ホームページのＵＲＬ　httpｓ://www.hyogobaren.jp
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13 . その他

（１） 大会本部は、　３月　３日(金)午前９時より５日(日)午後６時まで屋内競技場１Ｆ競技運営

本部事務室に開設する。

（２） 打ち合わせ会は　３月　３日（金）午後４時より、ホースランド事務棟２Ｆ会議室にて行う。

新型コロナの感染状況によっては打ち合わせ会を簡略化することがある。

（３） 人馬の事故に対しては応急処置はするも、その責は負わない。

（４） 参加選手は、メディカル・カードおよび健康保険証のコピーを身につけていること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（５） ホースマネージャー夜間休憩室の使用を希望する団体は出場申し込みと同時に別紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「夜間利用申請書」を提出すること。

（６） 大会のスケジュール、厩舎馬房割り振り表、夜間休憩所利用名簿、その他お報せ事項

については開催の約２週間前までに当連盟のホームページでお知らせします。個別の

お報せはいたしませんので必ずご確認ください。

（７） 新型コロナ感染症の感染予防・拡大防止のため、日本馬術連盟のコロナ対策ガイドラ

インを遵守してください。なお、今後の状況によっては、開催を中止することがあります。

その際は当連盟ホームページにてお知らせすると共に、既にエントリーをいただいてい

トリーをいただいている場合は個別に連絡いたします。　　　

　　　　　　　　　　　　　以上

《重要なお知らせ》

　 当連盟では、本大会の成績並びに表彰式等の写真を当連盟のホームページで公開
いたします。　特別の理由がない限り、削除等の如何なる申し出には応対いたしません
ので、すべてご了承の上、ご参加のお申し込みをお願いいたします。なお、公認種目の
成績は日本馬術連盟のホームぺージにおいても公開されますことをご承知おき下さい。
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《参考》

　　　（公財）三木山人と馬とのふれあいの森協会
　　三木ホースランドパーク

    　　令和２年4月1日改訂

　当協会の施設に入厩する馬匹は、下記の条件を満たしてください。

【１】衛生条件

１．繋養場所の全頭に対し、軽種馬防疫協議会が推奨するワクチンプログラムに則ったワクチン

　接種が行われていること。

２．入厩前の滞在場所に馬インフルエンザ感染馬がいる場合は、当該施設からの入厩は許可しな

　い。

３．競技場入厩の１週間前から極力馬の移動を控え、入厩直前に発熱、咳や鼻水などの臨床症状

　がないことを確認すること。

【２】入厩条件

１．下記の事項が記載された馬の健康手帳を携行すること。 

１）馬インフルエンザの予防接種を以下の要領で実施した接種証明。

　　 ・基礎免疫として、初回ワクチン接種を実施してから２週間から２ヵ月以内の間隔で２回目

　　   のワクチン接種が実施されていること。

     ・基礎免疫完了後、７ヵ月以内に最初の補強接種を行い、それ以降は１年以内に継続的に補

       強接種を行っていること。

　       ※７カ月以内の間隔で春秋に実施するのが望ましい。

     ・入厩する６ヶ月＋21日以内に補強接種または基礎接種(2回目）を行っていること。

・入厩する前1週間以内のワクチン接種は接種歴として認められない。

２．入厩予定日において、輸入検疫後の着地検査中（3ヵ月）の馬匹は出場できない。

３．馬インフルエンザが疑われる馬匹は入厩できない。出発前1週間の臨床症状をよく観察し、馬

  インフルエンザを疑う症状がある場合は、獣医師の検査を受けること。

４．馬輸送用馬運車は、積み込み前にその内部をパコマあるいは逆性石鹸等で消毒すること。

以上

三木ホースランドパーク入厩条件



【別表】

単位：円

種       目 １位 ２位 ３位 小計

馬場馬術３Ａ 20,000 13,000 10,000 43,000

馬場馬術４Ａ 20,000 13,000 10,000 43,000

馬場馬術５Ａ 20,000 13,000 10,000 43,000

ジュニアライダークラス（１） 20,000 13,000 10,000 43,000

ヤングライダークラス（１） 20,000 13,000 10,000 43,000

セント・ジョージ賞典馬場馬術（１） 20,000 13,000 10,000 43,000

インターメディエイトⅠ（１） 20,000 13,000 10,000 43,000

グランプリ（１） 20,000 13,000 10,000 43,000

馬場馬術３Ｂ 20,000 13,000 10,000 43,000

馬場馬術４Ｂ 20,000 13,000 10,000 43,000

馬場馬術５Ｂ 20,000 13,000 10,000 43,000

ジュニアライダークラス（２） 20,000 13,000 10,000 43,000

ヤングライダークラス（２） 20,000 13,000 10,000 43,000

セント・ジョージ賞典馬場馬術（２） 20,000 13,000 10,000 43,000

インターメディエイトⅠ（２） 20,000 13,000 10,000 43,000

グランプリ（２） 20,000 13,000 10,000 43,000

合　　　計 320,000 208,000 160,000 688,000

《馬場馬術競技会》
奨　励　金　一　覧　表

ひょうごスプリングホースショー２０２３
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   令和４年５月２３日付け新型コロナウィルス感染症対策の基本的対処方針（内閣官房コロナ室）が

改訂されました。これを受け、日馬連としては、今後の馬術虚偽階における感染防止策について、こ

の方針に合わせて実施していただいてもよいと考えます。

   しかしながら、感染はいまだ終息したものではなことから、引き続き関係者の皆様には、会場にお

ける競技会の運営や参加の時だけでなく、飲食を含め感染しない意識を各自が持ち、感染の再拡大防

止には十分ご留意いただ来ますようお願いいたします。

【抜粋】

   新型コロナウィルス感染症の感染経路は、せき、くしゃみ、会話等のときに排出される飛沫やエア

ゾルの吸入、接触感染等と考えられていることから、引き続き基本的な感染対策が重要となります。

   基本的な感染対策とは、「三つの密の回避」、「人と人との距離の確保」、「マスクの着用」、手

洗い等の手指衛生」、「換気」等を指します。

   このうち、「マスクの着用」については、屋内において、他者と身体的距離（2ｍ以上を目安）が

とれない場合、他者と距離はとれるが会話を行う場合、屋外において他者と距離がとれず会話を行う

場合は、引き続きマスクの着用が推奨されます。（マスクは不織布マスクが推奨されます）

   なお、屋外において、他者と身体的距離が十分に確保できる場合、また他者と十分い距離がとれな

い場合であっても会話をほとんど行わない場合は、マスクの着用は必要ないとされ、特に気温・温度

や暑さ指数が高い夏場においては、熱中症予防の観点からマスクを外すことを推奨します。

また、屋内にお手他者と身体的距離が十分にとれ、かつ会話をほとんど行わない場合は、マスクの

着用は必要ありません。

※三つの密とは

①密閉空間（換気の悪い密閉空間である）

②密集場所（多くの人が密集している）

③密接場面（互いに手を伸ばしたら手が届く距離での会話や発声が行われる）

（公社）日本馬術連盟

新型コロナウィルス感染症の基本的対処方針の改定について

8


